
第30回首長会議

魅力ある地方大学の実現と
県内進学・就職の促進に向けて

長浜市
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県内大学の
入学者の

今後の見通し

7,661人 6,232人

滋賀県内の大学でも・・・・

2021年県内大学入学者数 2040年県内大学入学者数

1,429人減

文部科学省のデータでは、2022年に62.6万人であった大学への入学者は、

2040年に約51万人に減少する推定となっており、

現在の大学全体の入学定員に対する定員充足率は80％程度になる。

2021年の滋賀県内の大学の
入学定員
7,548人を大きく下回り、

大学の存続が懸念される状況
にある。
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入学者と
就職者に関す
る3つのデータ

県内高校卒業者の
県内大学進学率

22.4％
01

03

02

就職者に占める
県内就職者の割合

16.6％

県内就職者に占める
県内出身者の割合

74.5％

大学進学時に県外への流出が進んでいる。
(入学者定員は人口比で全国7番目の多さ)

県内大学の卒業者の県内企業への就職は
少ない。
(県内就職者1,096人)

県内大学の県内就職者に占める県内出身
者の割合が高い。

県内からの入学者が増加すれば、県内就職者の増加につながるのではないか
⇒地域ニーズを把握する地方自治体が、かけはしとなり、地域における労働力不
足や地域の高等教育機関の存続等の問題を共有し、地域における高等教育のグ
ランドデザインについて議論を進めてはどうか。 3



国の取組
について

国でも、少子高齢化時代における大学の役割については地域の人材を育成し、地域経
済・社会を支える基盤として重要になると捉えられており、各種施策が実施されている。
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課題の共有と
産学官の連携

① 18歳人口の減少により、地方の小規模大学の存続の懸念
② 県内高校生の県内大学への進学の促進が必要
③ 県内大学卒業者の県内への就職の促進による高度人材の確保

課題

地域おける緊密な連携の推進

文部科学省 「地域連携プラットフォーム・大学等連携推進法人について」
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魅力ある地方
大学の実現と
県内進学
・就職の

実現にむけて

恒常的な議論の場の構築について
地域における高等教育のグランドデザインを議論し、地域ニーズを踏まえた産学
官の地域共創の場を構築することの重要性について

県内高校卒業生の県内大学への進学の促進(自県進学率22.4%の向上)
高大連携や産学官連携の成果による大学魅力化、学生ニーズや地域ニーズを踏まえ
た学びの整備等による県内高校卒業生の県内大学への進学の促進について

県内大学卒業者の県内への就職の促進(県内就職者割合16.6％の向上)
産業のニーズを反映した人材育成や寄附講座、共同研究の促進、インターンシップ、
企業と協力した奨学金制度の創設等による県内就職者の増加策について

01

02

04

03

小中高時代からの地域と一体となった学びについて
地域での学びや地域産業の魅力を小中高時代から伝えるための、産官学が一体と
なった環境整備について
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事例
(前橋国際大学)

小さな国立大学からの転換
国立大学に比べて足りない部分を埋めるという発想であったが、小さな国立大学には
来ないとの気付きから、新たな大学を作る方針に転換。「学生中心主義」、「地域と
の共生」、「ちょっと大変だけど実力がつく大学」をモットーに方向転換
地学一体のグローカル人材の育成
地方と世界がダイレクトにつながる時代においてグローバルな素養を備えながらロー
カルに活躍する人材を育てるという明確な目標のもと「飛び立たないグローバル人
材」を育成
地域連携事業の推進
GGJ、COC、AP、COC+の４大事業の拠点に選出される等、地学一体となった地域人
材育成に積極的に取組み、県内就職率は７６．３％。県内就職率の上昇と共に入学者
も増加
地域とのプラットフォームの形成
めぶく。プラットフォーム前橋（地域人材の育成・定着にかかる産学官連携基盤推進
協議会）等、産業界・教育界・行政が、地域の課題を共有し、各々の役割や立場を超
えて、強みや経営資源を持ち寄りながら課題解決に取組んでいる。 7



事例
(前橋国際大学)
参考資料
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